
全体 46
個別 13-01

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

課名等 総務課

総合計画
の 区 分

挑   戦 つながりづくり 指
標
に
対
す
る
実
績

（※年度終了後に記載します。）

最優先課題 持続可能なライフラインを確保する

令和 5 年度 消防本部 組織目標と成果

取組とスケジュール

消防団組織等改革推進委員会

項   目 地区消防団員の増員及び認定事業所の増加

取組の内容

〇 各地区基本消防団員の増員 入団促進のＤＶＤを活用した広報活動等
を実施します。
〇 認定事業所の増加 未認定事業所の洗い出し、認定取消となった事業
所に対して再加入の促進・説明等を実施します。

指標（数値目標）
〇 消防団員の増員・・・１，３５０人（R5.4.1現在１，３１8人）
〇 認定事業所の増加・・・・３５施設 （R5.4.1現在３１施設）

評価記号

消防団員増強に向けた活動 今
後
の
展
開

（※年度終了後に記載します。）

認定事業所数の増加に向けた活動

評
 
 
価

（※年度終了後に記載します。）

SDGs指標 達成時期 令和６年３月

【評価記号】◎（目標を上回る実績）、〇（目標どおりの実績）、△（目標を下回る実績）、×（目標を著しく下回る実績）、−（評価不能）



全体 47
個別 13-02

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

課名等 警防課

総合計画
の 区 分

挑   戦 つながりづくり 指
標
に
対
す
る
実
績

（※年度終了後に記載します。）

最優先課題 持続可能な福祉と医療体制を整える

令和 5 年度 消防本部 組織目標と成果

取組とスケジュール
指導救命士による救急症例検証会
実施年２回

項   目 消防、救命に関わる隊員のスキルアップのための研修会の実施

取組の内容

 令和４年中当本部の救急件数は２０９５件で過去最多の出場件数となっ
ており、全国的に見ても出場件数が増加しております。近年、災害事故も
複雑多様化し、このような災害に対応できる隊員のスキルアップのため指
導救命士による研修会を実施します。

指標（数値目標）

 救急隊員の知識、技術の向上を目指し指導救命士による特異な救急症例
等（現実に救急救命士等の隊員が活動した救急事故事案）のフィードバッ
ク、各種救急事故等に対応したシミュレーションを行い救急隊員のスキル
アップのため、救急救命士２２名、救急隊員５６名、計７８名の隊員に対
し年５回の研修会を実施します。

評価記号
救急隊員技能評価研修会の実施
年３回 今

後
の
展
開

（※年度終了後に記載します。）

評
 
 
価

（※年度終了後に記載します。）

SDGs指標 達成時期 令和６年３月

【評価記号】◎（目標を上回る実績）、〇（目標どおりの実績）、△（目標を下回る実績）、×（目標を著しく下回る実績）、−（評価不能）



全体 48
個別 13-03

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

評価記号
危険物施設査察
（危険物安全週間） 今

後
の
展
開

（※年度終了後に記載します。）

各施設違反指摘事項の改修確認・
継続指導

評
 
 
価

（※年度終了後に記載します。）

SDGs指標 達成時期 令和６年３月

取組とスケジュール
防火対象物査察（火災予防運動・歳末火
災特別警戒・文化財防火デー）

項   目 防火対象物及び危険物施設に関する違反是正

取組の内容

 防火対象物並びに危険物施設の違反を是正し、早期改修が可能な
ソフト面から、費用が発生するため関係者への負担が大きいハード
面の違反に至るまで、関係者へ施設利用者の安全第一が最優先事項
である旨の理解を求めて、違反件数半減まで達成します。

指標（数値目標）

 防火対象物、危険物施設の違反件数半減まで達成します。
 （半減数値 防火対象物違反１２８件 危険物施設違反６２件）
 防火対象物違反件数 ２５５件 危険物施設違反件数 １２４件
 ※令和４年度末までに実施した立入検査で把握したものです。

課名等 予防課

総合計画
の 区 分

挑   戦 つながりづくり 指
標
に
対
す
る
実
績

（※年度終了後に記載します。）

最優先課題 持続可能なライフラインを確保する

令和 5 年度 消防本部 組織目標と成果

【評価記号】◎（目標を上回る実績）、〇（目標どおりの実績）、△（目標を下回る実績）、×（目標を著しく下回る実績）、−（評価不能）


